
第62回(平 成19年 度)

日本 セラミックス協会賞表彰

本会会員のうち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対す る功績顕著 な方,セ ラミックス

の科 学技術の研究 ならびに技術上 の業績顕著な方 に贈 る日本セラミックス協会賞 については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,被 推薦候補者(功 労

賞は被推薦有資格者名簿か ら;学 術賞20件,進 歩賞12件,技 術賞9件,技 術奨励賞6件,功 績賞2件 〉 について

慎重 に選考の結果,第62回(平 成19年 度)受 賞者候補者 として次の28件 の方々を選び,1月24日 開催の理事会

に諮 られ受賞者 として決定 しま した.こ こに受賞者の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式は,来 る5月23日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館〉で開催 される第83回 通常総会

の席上において行われます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

TYK(株)牛 込 進

元 金沢美術工芸大学 北出不二雄

元 日本セラミックス協会 国分可紀

元 九州工業技術研究所 原 尚道

[学術賞6件]

東北大学 垣花眞人

早稲田大学 黒田一幸

(独)産業技術総合研究所 徐 超男

東京工業大学 舟窪 浩

(独)産業技術総合研究所 村山宣光

岐阜大学 元島栖二

[進歩賞5件]

(独〉物質 ・材料研究機構 大垣 武

東京工業大学 塩田 忠

長岡技術科学大学 中山忠親

東京工業大学 宮川 仁

(独)産業技術総合研究所 山口十志明

[技術賞7件]

大研化学工業(株)

(代表)大 川 隆

ほか 愛清 仁,荻 原 隆,小 澤浩典

太陽誘電(株)

(代表)岸 弘志

ほか 水野洋一,川 村知栄,仙 名 保

TDK(株)

(代表)鈴 木孝志

ほか 桃井 博,望 月宣典,佐 藤英和

(株〉村田製作所

(代表)鷹 木 洋

ほか 岸田和雄,白 鳥 晃,杉 本安隆

(株)デ ンソー

(代表)布 垣尚哉

ほか 向井寛克,酒 井武信,牧 野浩明

(株)東芝

〔代表)深 澤孝幸

ほか 加藤雅礼,五 戸康広,高 井和彦

電気化学工業(株)

(代表)盛 岡 実

ほか 樋口隆行,山 本研一郎,上 谷賢一

[技術奨励賞4件]

日本板硝子(株)井 ロー行

TOTO(株)岩 澤順一

(株〉村田製作所 堀内秀哉

太陽誘電(株)森 戸健太郎

[功績賞2件]

愛知県産業技術研究所 安井克幸

石川県工業試験場 山名一男

功 労 賞選 考委 員会 委員 長:安 田榮 一,委 員:宇 田川 重和 ・曽我 直 弘 ・一 ノ瀬 昇 ・平 岡照 祥 ・藤本 勝 司 ・水谷 尚美 ・北條 純
一 ・岡田 明 ・乾 信 一

学 術 賞 ・進 歩 賞 ・技 術 賞 ・技 術 奨 励 賞 ・功績 賞 ・選考 委 員会 委 員 長:北 條 純 一,委 員;〔 学 術 賞 ・進 歩 賞選 考 分 科 会〕 竹 中

正 ・羽 田 肇 ・矢 野豊 彦 ・山 中昭 司,伊 藤秀 章,井 上 悟,大 司達樹,宮 山 勝 〔技術 賞 ・技 術奨 励 賞 ・功 績 賞選 考分 科 会〕

尾花 博 ・名 和正 弘 ・島森 融 ・山本 茂,石 崎雅 人,河 野芳 明

Recipients of The 62nd  CerS] Awards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミックス協 会賞 賞牌(径7cm,中 央 部厚 さlcm,デ ザ イン 木村 四郎 氏)
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功労賞

セラミックスの技術 と産業の発展 への貢

献

うしユめ すすむ

牛込 進 氏

牛 込 進 氏 は,昭 和33年 に 東 京 窯 業

(株)(現(株)TYK)に 入 社 し,鉄 鋼 ・

非 鉄 用 耐 火 物,フ ァイ ンセ ラ ミ ッ クス,

複合材料等 の製 品開発 および製造技術開

発 に大 き く貢献 した.と りわけ,耐 火物

分野 では製鉄 プロセスの変革 に大 いに貢

献 した世界初 と言 われるような高機能性

耐 火物 を数 々開発 して きた.同 氏 は革新

的な発想 に よる材料設計のみ な らず,新

しい成形方法 や焼成方法等 の新製造技術

に より,安 定 的に高寿命 ・高 品質製品 を

製造す る事 に も成功 し,鋼 の高級化や連

続 鋳造法 の拡大 と高度化 に大 きく貢献 し

た.

また,同 氏 は経営最高責任者 であ りな

が ら技術者 としてユ ニークな新製 品の開

発 で も現役 として活躍 を続 ける一 方,平

成14年 よ り(社)岐 阜 県工業 会会長,平

成16年 より東海 ものづ く り創 生協 議 会

副会長,平 成18年 より名古屋 工業大学

全同窓生 よりなる(社)名 古屋工業 会理事

長 な ら び に 同大 学 の 経 営 委 員 に就 任 し,

セ ラ ミ ック ス産 業 の 枠 を超 え た様 々 な産

業 の振 興 な らび に産 学 官 連 携 の 推 進 に も

精 力 的 に活 動 して い る.

以 上 の よ うに, .同 氏 の 産 業 界 に果 た し

た功 績 は極 めて 大 き い.よ っ て,日 本 セ

ラ ミ ック ス協 会 功 労 賞 に値 す る もの と し

て,こ こ に推 薦 す る.

略 歴 昭和33年 名古屋工業大学窯業工学科

卒業.同 年東京窯業(株)(現(株)TYK)入 社.

同62年 代 表取締役社 長,平 成17年 代 表取締

役 会長,現 在 に至る.同10年 科学技術庁長官

賞科学技術功労 者賞,同 工2年 日本セ ラミック

ス協 会技術賞受賞.MBA(コ ロンビァ大学).

功労賞

陶磁器教育と九谷焼産業の発展に貢献

きた で ふ じ お

北出 不二雄氏

北 出不二雄氏 は九谷焼窯元北 出家 の4

代 目と して,昭 和25年 金 沢美術専 門学

校卒業 と同時 に日展 に初入選 し,九 谷焼

陶芸家 として活動 して きた.そ の後朝 日

陶芸展優 秀賞,日 展特 選北斗 賞,日 展総

理大臣賞等 を受けている.

同氏 は陶芸で九谷焼独 自の色 を用 いる

が,技 術 手法は現代 的な感覚 と創造性 に

富んでいる.同 氏 は先代 の北 出塔次郎氏

か ら一貫 して主張 する 「デザイ ンか らデ

ザ インを起 こすのではな く,写 生を して

現実の ものか らデザイ ンを作 る」 という

理念で作 陶 を続けている.

平成3年 か らは金沢美術工芸 大学の学

長 に就任 し,教 育 に も貢献 して きた.日

展評 議 員,九 谷 焼技 術保 存 会会長 な ど

数々の公 職 を務め られる とともに,日 本

セ ラ ミックス協会北陸支部 の支部常議 員

や顧問 を長年続けて きた.

以上の ように,同 氏の長年 にわたる陶

磁器の発 展への功 績は多大 であ り,日 本

セ ラミックス協会功労賞 に値す る もの と

して推薦 する,

略 歴 昭和25年 金沢美術工芸専門学校陶磁

器科卒業.同39年 第2回 朝日陶芸展優秀賞受

賞.同62年 日展内閣総理大臣賞を受ける.平

成3年 金沢美術工芸大学学長に就任.同 年中

日文化賞を受ける.元 石川県立美術館運営審

議会議長,元 加賀市文化振興審議会会長,元

九谷焼技術保存会会長,金 沢美術工芸大学名

誉教授,沖 縄県立芸大客員教授.

功労賞

ガラス関連技術 と産業の発展な らびにセ

ラ ミックス協会事業への貢献

二く ぷ よしのり

国分 可紀氏

国分 可紀氏 は,昭和38年 に旭硝子(株)

に入社 し,ガ ラス材料お よび生産技術の

研究 開発 に従事 した.特 に,ガ ラス溶解 ・

清澄,TVガ ラス組成,プ リッ ト・ペー

ス ト,無 アル カリガ ラス組 成の開発 にお

いて優 れた成果 をあげ,同 杜 ニューガラ

ス開発 の礎 を築いた.そ の後,同 社中央

研究所担当部長,硝 子建材事業 本部統括

主幹技師,ニ ュー硝子開発研 究所 長,硝

子セ ラ ミックス領域研 究所長 な どを歴任

し,上 記領域 に加え,表 面処 理技 術,耐

火物技 術の開発 も主導 し,工 業化 に尽力

した.

平成11年 に(社〉日本セ ラ ミックス協

会専務理 事 に就任 し,21世 紀 記念国際

交流賞個人冠賞(倉 田賞,井 関賞)の 創

設や,文 科省科学技術振興調整 費委託事

業 「セ ラミックインテ グレーシ ョン技術

による新機能材料 創設に関する研 究」 の

事務局受託 に尽力 した.ま た,協 会主催

の第5回PacRimお よび第20回 国際 ガ

ラス会議 の事務局 として,そ の成功 に尽

力 し協 会の国際交流発展 に貢献 した,

以 上の ように同氏 のガラス関連技術 と

産業 の発展 への功績 お よび 日本 セラ ミッ

クス協 会事 業へ の貢献 は大 であ り,功 労

賞に値 する もの として推薦す る,

略 歴1963年 早 稲田大学理工学 部応用化学

科卒業.旭 硝 子(株)入 社.1985年 中央研究所

担当部長,1989年 本社硝子建材事業本部統括

主幹 技師,1993年 ニ ュー硝子 開発研究所長,

1995年 硝子 セラ ミックス領域研究所長,1999

-2005年 日本 セ ラ ミッ クス協 会専 務 理事,

2005年 日本 セ ラミックス協 会監事,現 在 に至

る,
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功労賞

ケイ酸 カル シウム系材料の研究開発 と国

際研究協力

はら なおみち

原 尚道氏

原 尚道氏 は,昭 和41年 九州 工業技

術試験所 に入所以 来,資 源開発 の研究 に

携 わ り,特 に,南 九州に広 く堆積す る火

山灰 「シラス」や,石 炭灰,も みが ら灰

等のポ ゾラン質 シリカと石灰 の水熱反応

によるケ イ酸 カル シウム系材料(建 材,

保 温材,耐 火被 覆材等)の 研 究 を行 い,

卓越 した研 究業績 を上 げ,関 連学 ・業界

の発展 に大 き く貢献 した.中 で も,ケ イ

酸 カル シウム水和物では,ジ ェナイ トの

合成に世界で初めて成功 し,ま た1.4nm

トバモ ライ トの再現性 よい合成法 を確立

するな ど,セ メ ン ト化学 に寄 与す る顕著

な成果 を上げ,国 内外 で高 く評価 されて

いる.な お,も みが ら灰が ゾノ トライ ト

系 ケイ酸カルシウム材料 の優 れたシリカ

原料 になる ことを明 らかに し,マ レーシ

アに実証プ ラン トを建設す る技術移転事

業 に まで発展 させ た,さ らに,東 南 アジ

ア諸 国の国立研究機 関との国際研究協力

に も携 わ り,技術移転 に大 き く貢献 した.

当協 会 にお い て は,評 議 員 な ど を務 め,

主 に支 部 活 動 を通 して 協 会 の 発 展 と地域

の 関連 産業 の 振 興 に寄 与 した,

以 上 の よう に,同 氏 の ケ イ酸 カル シウ

ム系 材 料 に 関す る顕 著 な研 究 業 績 と国 際

研 究 協 力 の 推 進 に貢 献 した功 績 は 多 大 で

あ り,日 本 セ ラ ミ ックス 協 会 功 労 賞 に値

す る もの と して,こ こ に推 薦 す る.

略 歴1962年 九州大学 工学 部応用化学 科卒

業,伊 藤忠商事(株)入 社,1965年 九州大 学工

学部助手,1966年 工業技術 院九州工 業技術試

験所資源開発部 に出向,1991年 同所 資源 開発

部長,1993年 名称変更 によ り九州工 業技 術研

究所 ファイ ン素材部長,2000年 定年 退職.そ

の 問,1972-1973年 英 国建築研 究所客員研

究員(科 学技術庁派遣),1989-1991年 国際

協力事 業団派遣 チー フア ドバ イザー(マ レー

シア),1994-1996年 鹿児 島県工業技術 セ ン

ター所長.現 在は佐賀大 学で産学 官連携業務

に従事.

学術 賞

溶液錯体化 学に立脚 した高機 能セラ ミッ

クスの合 成

かきはな まざ と

垣花 眞人氏

垣花眞 人氏 は,溶 液化学 と金属錯体化

学 に立脚 した独 自のセラ ミックス合成 プ

ロセス 「錯体重合法」 を開発 し,次 に示

す重 要な成果 を上 げている,

①高機 能セラ ミックス の合成:金 属錯

体 溶液を用 いる 「錯体重合法」の特徴で

ある均 一分散性 を活か し,組 成制御が困

難 であった複合酸化物の高純度合成や高

機能化 に成功 した.

②パ ラ レル合成 による物質探索:短 時

間で純度 の高 いセラ ミックスが合成で き

る 「錯体重合法」 の特徴 に着 目 し,パ ラ

レル合成 に基づ く迅速ス クリーニ ングに

よる新規蛍光体 の開発 に成功 した.

③水溶性金属錯体の開発 とセ ラミック

ス合成:チ タンや ニオブ,タ ンタルな ど

の難水溶性金属の水溶性金属錯体 を開発

し,水 を溶媒 とす る低環境負荷 プ ロセス

による高機能セ ラ ミックスの合成に成功

した,

④ 「錯体重合法」の普及活動;学 界 ・

産業界への普及 と技術 移転 に精 力的に取

り組み成果 を上げている,

同氏の これ らの 「錯体 重合法」 に関す

る研 究業 績は機能性 セラ ミックスの精密

化学合成 に新 たな道 を切 り拓 くもので あ

り,国 内外 か ら高 く評価 されている.日

本セ ラミックス協会学術 賞に値す る もの

として推薦 する.

略 歴 昭和53年 上智大学理工学部化学科卒

業,同58年 東京工業大学大学院総合理工学研

究科エネルギー科学専攻修了(理 学博士〉,同

年防衛大学校化学教室助手.平 成3年 東京工

業大学工業材料研究所(現,応 用セラミック

ス研究所)助 教授,同16年 東北大学多元物質

科学研究所教授,現 在に至る.

学術賞

ケイ酸塩 一有機ナ ノ複合体の合成 とシリ

カメソ多孔体への変換

くろ だ かずゆき

黒田 一幸氏

黒 田一幸氏 は,層 状ケ イ酸塩 と多様 な

有機化合物 との反応お よび ナノ複合体の

合成 を幅広 く展開 し,有 機誘導体合成,

カオ リナ イ ト有機 層 間化合 物 の合成 な

ど,こ れまで に数多 くの業績 を上げてい

る.特 にケイ酸塩有機複合体か らのメ ソ

多孔体 へ の変換 は1988年 に世界 に先駆

けて報告 された もので,そ の波 及効 果は

極 めて大 き く,1992年 のモー ビル社 か

ら報 告 され たMCM-41型 の シ リカメ ソ

多孔体 に先駆け るものであ り,こ れを契

機 に世界 中で メソ多孔体 研究が爆発 的に

展開 されてい る,日 本セ ラミックス協会

年会,同 秋季 シンポジ ウム,基 礎科 学討

論会 において もメソ多孔 体 に関する多数

の研究が報告 され るな ど,セ ラミックス

科学 技術 へ の イ ンパ ク トも極 め て大 き

い.さ らに同氏 は界面活性剤 を用 いた合

成ルー トとは異 なる,全 く新規 な前駆体

設計 によるメソス ケール無機合 成の分野

を開拓す るとともに,金 属 ・合 金系 メ ソ

多孔体 な ど幅広い業績 を上げてい る,ま

た同氏が発表 したメソポーラス シリカ薄

膜 は最 も優 れた構造規則性 を有 し,今 後

の無機材料 開発の方向性 を示 している.

これ らの業績 は 日本 セラ ミックス協 会学

術 賞に十分値す るもの と して推薦する.

略 歴 昭和49年 早稲田大学理工学部応用化

学科卒業.同54年 同大学院理工学研究科応用

化学専攻修了(工 学博士).同 年同大学理工学

部助手.専 任講師,助 教授を経て平成元年教

授(現 理工学術院).同14-19年JST戦 略的

創造研究推進事業研究代表者.同19年GCOE

プログラム拠点リーダー(早 大).
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学術賞

微細構造制御に よる新規な応力発光 セラ

ミ ックスの開発

じよ ちようなん

徐 超 男氏

力は光 に変換で きるのであろ うか?応

力に よる電圧発生 は圧電効果 として教科

書 に載 っているが,光 に変換 とは書かれ

ていない.そ のような新 しい現象 を実証

し,機 構 を解 明 し,さ らに応用への道 を

拓 い たの が徐 超男氏 であ る.同 氏 は,

Mn添 加ZnS薄 膜 に力 をかけ弾 性変形す

る と発 光 す るこ とを世界 で初 め て発見

し,「応力発光」と名付 けている.そ の後,

多様 な材料 での発 光を確認 し,応 力発光

現 象が結 晶中の発 光中心 を囲む電場 の揺

らぎに由来す るこ とを突 き止 めている.

これを基 に圧 電性 結晶の対称 中心 を保 た

ないサイ トに外殻 電子遷移性 の発光 イオ

ンを ドープする設計手法 を確立 し,発 光

の高効 率化 と紫外 か ら赤外 までの多色発

光を実現 している.応 用 面では,ハ イブ

リッ ド化法 な どに より,構 造体 にかかる

応力分布の可視 化 に成功 し,大 型 ・複雑

形状構造部材 な どの新 たな"そ の場"計

測技術 となる途 を拓いている.さ らに,

超微粒子 にお ける応力発光 を追求 し,直

径20ナ ノメー トルのカ セ ンサ を実現 し

ている.こ れ らの業績 は,セ ラミックス

の科学 ・技術 の新 しい進展 とな る極めて

画期 的で独創 的な業績である.よ って,

日本 セラ ミックス協会学術賞 に値す るも

の として推薦す る.

略 歴 昭和59年 中国西安交通大学電子工学

科卒業.平 成3年 九州大学博士後期課程修了

(工学博士).同 年福岡大学工学部助手,同10

年 より工業技術院九州工業技術研究所(現,

(独)産業技術総合研究所)主 任研究官,同13
-16年 さきがけ研究者兼任,同16年 九州大

学大学院教授兼任,同19年 研究チーム長,現

在に至る.

学術賞

MOCVD法 を用 い た高 品質 誘電 体薄 膜

の作製 と物性 に関 する研究

ふなくぼ ひろし

舟窪 浩氏

舟窪 浩氏は,有 機 金属化学気相析 出

法(MOCVD法)が,大 面積 に高品質膜

を作製す る製膜 方法 としてセラ ミックス

誘電体薄膜 の広範囲 な実用化 に不 可欠で

ある ことに着 目し,高 品質誘電体 薄膜の

開発や誘電物性の解明な どについて一連

の研究 を行ってい る,

一連の研 究の中で も強誘電体 メモ リ用

薄膜,ア クチ ュエー タ応用圧電体 膜,新

規環境 適応型非 鉛強誘 電体膜,"サ イズ

効果 フリー特性"を 持つ誘電体 膜の作製

と物性評価 に関す る研 究は,国 内外で非

常 に高 く評価 されてい る.

強 誘電 体多 結 晶薄膜 の35nm以 下 で

の薄膜化 や400℃ 以下の低温製膜 に関す

る研究 は強誘電体高密度 メモ リ実用化へ

の可能性 を開 くもの と して,ま た鉛系強

誘 電 体 に 匹敵 す る 強 誘 電 性 を有 す る

(Bi,Nd)4(Ti,V>3012薄 膜 に 関す る論 文

は,こ れまで に世界 中で多 くの研究者 に

引用 され非鉛強誘電体薄膜研究の ひとつ

の流れ を作 るな ど,そ の研究成果 は特筆

される.

同氏 は,以 上 の よう にMOCVD法 を

用いた高 品質誘電体 薄膜 に関 して,多 数

の優れた学術的成果 を上げてお り,日 本

セ ラミックス協 会学術 賞に十分値 する も

の として推 薦す る,

略 歴 昭和63年 東京工業大学大学院理工学

研究科無機材料工学専攻修士課程修了.平 成

元年同大学工学部助手,同9年 同大学大学院

総合理工学研究科物質科学創造専攻助教授,

同 正5～19年 科学技術振興事業団さきがけ研

究員,同19年 同大学同専攻准教授,現 在に至

る.博 士(工 学).

学術賞

電子導電性セ ラミックスのナノ構造設計

とガスセ ンサ応用の研究

むらやま のぶみつ

村山 宣光氏

ガスセ ンサの大半は,粒 子 表面近傍 の

みの材料物性の変化 を利用 する「表面型」

センサであ り,妨 害物質の影響 を受 けや

すいため本質的 に経時変化が大 き く,再

現性 に劣 る.こ れに対 し,村 山宣光氏は,

ナノ構造設計 によ り,粒 子全体の材料物

性 の変化 を利用 した 「非表面型」セ ンサ

のコンセプ トを提案 し,そ の有効性 を実

証 した.

最 初 に,「非表 面型」 セ ンサの一 つで

ある抵抗型酸素 センサに着 目 し,応 答機

構 の詳細 を解 明す る とともに,粒 子の ナ

ノサイズ化 によ り,安 定性 ・再現性の実

現だけでな く,ミ リ秒 オーダーの高速応

答 とい う特筆すべ き性能 を達成 した.次

に,可 燃性 ガス反応層 を組み合わせ るこ

とによ り,対 象 ガスを可燃性 ガス に広 げ

る ことが可能 であるこ とを実証 した.

さらに,「非表面型」セ ンサ で高感度 ・

高選択性 を実現す るため に.,信 号変換機

能 を担 う無機層 と分子認識機能 を担 う有

機層が分子 レベ ルで交互積層 した新規セ

ンサ材料 を開発 した,適 切 なナ ノ構造設

計 によ り,特 定 の揮発性有機化合物 を数

十ppbレ ベル で検 知 す るこ とに成功 し

た.

以上 の成果 は,電 子導電性 セ ラミック

スの新 たな展開 を切 り拓 くものであ り,

日本 セラ ミックス協会学術賞 に値す るも

の と して推薦す る,

略 歴 昭和59年 京都 大学 大学 院工 学研 究科

電子工学修士課程修了.同 年京 セラ(株)入 社.

同61年 工業技 術 院名古屋 工業技 術試 験所 入

所.平 成5～6年 マサチ ューセ ッツ工科大 学

客員研究員.同13年(独)産 業技 術総 合研 究所

に移行.グ ループ長,企 画本部 を経 て,同19

年先進 製造 プロセス研究部 門副研究部 門長.

博士(工 学).
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学術 賞

新規の3次 元 のヘ リカル/ら せん構造 を

持つセラ ミックスマイクロコイルの開発

もとじま せい じ

元島 栖二氏

セ ラ ミッ ク スマ イ ク ロ コ イ ル は,電 磁

波 吸 収 材,マ イ ク ロ波 加 熱 材,触 覚 ・近

接 セ ンサ ー,マ イ ク ロ ア ンテ ナ,治 療 薬

な どへ の応用が期待 され る新規材料であ

る.元 島栖 二氏 は,CVD法 を用 いて,

特異 な形状 を持つ種 々のセ ラ ミックスマ

イクロコイルを世界 に先駆 けて合成 し,

合成条件,結 晶形態,結 晶構造 などを明

らか に している.酸 化ニ オブコイルの先

駆的 な研究 か ら,三 次元ヘ リカル/ラ セ

ン構造 を有す る窒化 ケイ素 コイル,カ ー

ボ ンマ イ ク ロコイ ル に展 開 し,さ らに

カーボンマ イクロコイル を高温で気相拡

散 処理 を施 す こ とで,再 現性 良 く炭 化

物 ・窒化物 ・酸化物マイ クロコイル ・マ

イクロチ ューブが得 られる ことを明 らか

に してい る.こ れ らの成果 はNatureを

は じめ国際的 に著名 な専 門誌に数 多 く掲

載 され高 く評価 されている.セ ラミック

ス誌の表紙 を飾るその形状 の美 しさを目

に し,不 思議 さに感動 した会員は多 いこ

とと思 う.セ ラ ミックスマイクロコイル

を世界 に先 駆け合成 し,科 学 的な解析 を

進め,一 つの学術研究分野 を成す までに

成長 させた元 島氏の功績 は著 しい,よ っ

て,日 本セ ラミックス協 会学術賞 に値す

る もの として推 薦す る.

略 歴 昭和42年 名古屋工業大学大学院修士

課 程工 業化 学専攻 修丁(工 学博士).同 年東亜

合成化 学工業(株)入 社.同46年 岐阜大学工学

部助手 ・助教授 ・教授 を経 て,平 成19年 停年

退 職.同 年岐阜大 学工学 部特 任教授,現 在 に

至 る.

進歩賞

界面制御 によるウル ツ鉱半導体の光 ・電

子機 能の高度化

おおがき たけし

大垣 武氏

大垣 武氏は,ウ ル ッ鉱型半 導体 であ

るGaNやZnO等 が もつ 光 ・電子 機能 の

高度化 を 目的 と した研 究 を行 なって い

る,GaNやZnO等 の ウルツ鉱 型化合物

は,結 晶構造 に由来するc軸 方向 の自発

分極(圧 電 ・焦電特性)を 特徴 とす る,

同氏は,ウ ルッ鉱型半導体 の高品質化や

高機能化 には,こ の分極極性 の検討が必

須 である との考 えの もとに研究 を進め て

いる.そ の研 究の特徴 は,結 晶成長,界

面構 造,界 面特性 の検討 に際 して,ウ ル

ツ鉱型結晶の分極極性 を考慮 にいれ た検

討 を行なったこ とにある.

こ うした検討 は,界 面反応 を利用 した

物 性制御 でZnOの 室 温誘導放 出 を世界

トップ レベルの低 閾値で実現 した こと,

単 粒界 の作製 と評価 か らZnOバ リス タ

の粒界特性 を自発分極の視点か ら解明 し

たこ と,極 性反転層 を制御 して極めて高

品質の 【nN結 晶 をZnO基 板上 に育 成 し

たこ と等 の注 目すべ き成果 に結びついて

いる.よ って,日 本セ ラミックス協会進

歩賞 に値す るもの として推薦する.

略 歴 平成9年 東京工 業大学工学 部無機材

料工学科卒業.同14年 同大 学院理工 学研 究科

材料工学専攻博士課程修了.博 士(工 学).同

14年(独)物 質 ・材料研究 機構 特別研究員.同

ユ7年 東京 理科大 学 基礎工 学部 材料 工学 科助

手.同19年 よ り(独)物 質 ・材料研 究機構 セ ン

サ材料セ ンター研究 員.

進歩 賞

セラ ミックスの表面 形成 に伴 うミクロ電

磁気現象 の解明

しお た ただし

塩田 忠氏

セラ ミックス研究 で重要 な破壊や摩擦

な どの物 質表面が新 たに形成 される過程

では,ミ クロ電磁気現象 の電子 ・光子 ・

イオ ン等 の粒子放 出や帯電 などが発生す

ることが知 られ ている。 しか しなが ら,

現 象 の定量 的 な解析 は未 だ不十 分 であ

る,

塩 田 忠氏 は,非 接触型AFMを 利用

した原子 スケ ール表面電位分布計 測技術

やセ ラ ミックスの破壊 に伴 う粒子 放出現

象の計測手法 を確立 し,舅 開面 ・摩擦面

にお ける ミクロな帯電分布や粒子 放出現

象の材料種,雰 囲気,粒 径,曲 げ強度へ

の依存性 を定量的 に明 らか としている.

また,依 存性研究の成果か ら破壊 に伴 う

粒子 放 出現 象の機構 に閲 して研 究 を進

め,破 壊時 に生 じる雰囲気 ガスの ミクロ

放電が光子放出過程の一つであるこ とを

見い だ してい る.現 在,粒 子放 出現象 を

原子ス ケールでの亀裂進展過程 の評価法

に応用す る研究が進展中であ る,

同氏の業績 は,セ ラ ミックスにおける

ミクロ電磁気現象 の発生機構 を解明す る

学術的な意義 だけでな く,セ ラ ミックス

の破壊 や摩擦現象 の系統 的かつ包括的な

解明に大 きく貢献す る ものであ り,日 本

セラ ミックス協会進歩賞受賞 に十分値す

る もの として推薦す る,

略 歴 平 成7年 大 阪大学工学部 精密工 学科

卒 業.同12年 同大学院工学研 究科物質 ・生命

工 学専攻博士 課程修了,同 年4月 機械技術研

究所非常勤研究 員.同13年 科学技術 振興事業

団特別研究 員,同 年10月 より東京工業大学大

学院理工学研 究科材料工 学専 攻助手,現 在に

至る.同17-18年 ライデン大学客員研究員.

博士(工 学),
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進歩賞

シグナル レベル複合設計に よるセラ ミッ

クスの高機能化

なかやま ただちか

中山 忠親氏

気相 合成法 と液相合成法の長所 を融合

す ることによ り,セ ラ ミックス を10nm

よ り小 さいサイズ(シ ングルナノ レベ ル)

において複 合化するための新規 のプロセ

スを開発 している.開 発 した プロセスで

は,単 なる粒 子の混合体 ではな く,エ ピ

タキ シャル的界面 を積極 的 に活用 する こ

とに よ り複合 形態組 織 が創 成可 能 であ

る.

新規 プロセスか ら創成 され る異種界面

において特異的 に発現する電荷 移動 を起

源 とす る発光特性,磁 気特性,触 媒特性

を飛躍的 に向上 し,ま た,強 固な界面結

合 を活用 した機械的特性 と耐熱性 の向上

を達成 し新 しいセ ラ ミックス材 料設計へ

の指針 を導 き出 してい る.

開発 したプロセ スは,ヘ テ ロエ ピ界面

を有す る複合高性能触媒ナ ノ粒 子合成,

有機一無機複合体合成お よび コンビナ ト

リアル手法 による新材料探索,そ して空

間 ・構造制御 による機能異方性 を活用 し

たデバ イス開発 な どに応用 されている,

以上の ように,中 山忠親氏 の開発 した

新規 プ ロセ スお よび材料 設計 へ の指針

は,セ ラミックス を中心 とした様 々な複

合材料開発研 究に大 きく貢献す る もので

あ り,日 本セ ラミックス協 会進歩 賞受賞

に十分値 する もの として推薦 する,

略 歴 平成7年 大阪府 立大学工 学部卒業.

同9年 大 阪府立大学 大学院工学研 究科博士前

期課程修了.同12年 大 阪大学大学 院工学研 究

科博士後期課程修了.博 士(工 学).同 年大 阪

大学産業科学研 究所助手.同 ユ6年長 岡技術科

学大学極 限エ ネルギー密度工学研 究セ ンター

助手.同19年 長 岡技術科学大学電気系助教.

進歩 賞

透明酸化物薄膜 への電子 ドーピングに関

す る研 究

みやかわ まさし

宮川 仁氏

近年,透 明酸 化物半導体 の研 究が活発

化 してい る.シ リコンな どの典型 的半導

体 では,キ ャリアの生成手法 が確立 して

いるが,透 明酸化物薄膜で はこれ を確立

する必要があ る.一 方,高 濃度電子 ドー

ピングが で きれ ば,思 わぬ新物性の発現

も期待 で きる.宮 川 仁氏 は,こ れ ら2

点 に焦点 を絞 り研究 を行い,以 下の成果

を上 げている.(1)イ オン注入 による透

明酸 化 物 薄 膜 へ の電 子 ドー ピ ン グ:

WO3,MgIn204,ZnOな どの薄 膜 に,高

い制御性 で電子 キャ リアを生成で きるこ

とを明 らかに した,特 に,一 般的 な置換

ドーピ ングだけでな く,化 学(格 子 間)

ドー ピ ングの有 効性 を実証 した.(2)

12CaO・7Al203(C工2A7)薄 膜 ヘ キ ャ リア

注入 による超電導化 の発見:薄 膜 を作製

し,独 自の考案 による化学 的手法で,l

XlO2=cm-3を 超 え る高 濃度 の電子 ドー

ピングに成功 し,絶 縁体 一金属転移,そ

して超電導転移 を示 すことを発見 した,

また,準 安 定結 晶S12A7を 薄膜 プロセ

スで安定化 し,そ の金属伝導化に も成功

してい る.こ れ らの成果は,透 明酸化物

半導体研究の進展 に大 きく寄 与する もの

であ る.よ って,日 本セ ラミックス協会

進歩賞 に値す るもの として推 薦する.

略 歴 平成9年 東京工 業大学工 学部無機 材

料工学科卒業.同14年 同大学院物質科学 創造

専攻博 士課程修 了,同 年4月(独)科 学技術振

興機構ERATO研 究員.同 工6年10月 東京 工

業大学 フロ ンテ ィア研究 セ ンター研究員,現

在 に至 る.博 士(工 学),

進歩賞

酸化物イオン伝導性材料を用いた電気化

学反応デバイスの開発

やまぐち と し あき

山口 十志明氏

酸化物 イオン伝導性七 ラ ミックスを用

いて,排 ガス浄化デバ イスの高効率化 を

達成す ると共 に新規 に考案 したハニカム

型固体 酸化 物型 燃料 電池 を開発 して い

る.

浄化 デバイスの高効率化 におい ては,

結晶構造 制御 に よ りNOxに 対 す る特異

活性点 を表 面 固定 化 し,ヘ キサ アル ミ

ネー ト化 合物へ のNO.直 接分 解活 性付

与 を初めて実現 した.ま た,同 時 に開発

したin-situ共 焼性 プロセス によ り作製

した ヘキサ アル ミネー ト化合物/電 極

/YSZ/電 極 積層型NOx浄 化 デバ イ

スでは,450～600℃ において世界最高

レベルの分解効率 を達成 している.

固体酸化物型燃料電池 の開発 におい て

は,サ ブ ミリサ イズの単 セルを高密度 に

集積 した新規ハ ニカム型 固体酸化物型燃

料電 池構造 を提案 し,さ らに,ハ ニ カム

微細孔 中へ の新成膜法 を開発す ることに

よ り世 界 最 高 レ ベ ル の 発 電 性 能

(2W/cc@650℃)を 達成 してい る,

山口十志明氏 は,新 規 アイデア に基づ

く独創 的研究 によ り新規デバ イス ・電池

を開発す ると共 にセラ ミックスの基礎科

学 ・応用研究 に大 き く貢献する成果 を上

げてお り,日 本 セラ ミックス協 会進歩賞

受賞 に十分値す るもの として推薦す る.

略 歴 平成14年3月 名古屋大 学大 学院工学

研究科 応用化学専 攻博士課程 修了,同 年4月

名古屋 大学大学院工 学研究科応 用化学専攻 助

手.同17年3月 より(独)産 業技術総 合研 究所

先進 製造 プロセス研 究部 門研 究員,現 在 に至

る.博 士(工 学).
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技術賞

鉄道車両用大型高 出力マンガン系 リチウ

ムイオン電池 の開発

おおかわ たかし

大川 隆氏
あいきよ ひとし

愛清 仁 氏

おぎはら たか し

荻原 隆氏
お ざわ ひろのり

小澤 浩典氏

携帯電話 などのモバ イル機器の電源 と

して広 く普及 してい るリチ ウム イオン電

池 は,近 年電 動車 両 や電力 貯蔵 用途 を

狙 った大 型化 の検 討が 本格化 して いる

が,大 型化 には高出力のほか,材 料 の供

給安定性 と高 い安全性が必要 となる.

大川氏 らは,資 源量が豊富で高い安 全

性が期待 され るマ ンガン酸 リチ ウム系 正

極材料 に着 目 し,噴 霧熱分解法 によ り均

質で微細かつ特異な形状 の活物質粒子 と

す ることで,大 電流出力 を可能 とした.

またラミネー トセル構造 にする ことによ

り,安 全でエ ネルギー密 度が高 くかつ高

出力な電池 を作 製する ことがで きた.さ

らに作 製 した50kWh級 お よび67kWh

級の大型 リチ ウムイオ ン電池モジュール

を重 量39tの 電車 に搭 載 し,架 線 か ら

の電力供給な しで初めて平地 や山を含 む

営業路線23-25kmを 走行 し,大 型動

力用 電源 と しての 実用可 能性 を実 証 し

た.こ の ように大 型電池 に関する研究 を

材料,モ ジ ュール化 の両面 か ら進 めてお

り,今 後大型 リチ ウム電 池分 野の発展 に

大 きく貢献する と期待 される.こ れ らの

業績 は 日本セラ ミックス協 会技術賞 に値

する もの として推薦す る.

所属等

大川 隆 大研化学工業(株〉先端技術事業開

発本部先端技術研究部部長.

愛清 仁 大研化学工業(株)先端技術事業開

発本部先端技術研究部研究員.

荻原 隆 福井大学大学院工学研究科 ファイ

バーアメニティ工学専攻教授.

小澤浩典 エナックス(株)西日本代表.

技 術賞

薄膜MLCC用 高 結 晶性 微 粒子BaTlO3

固相合成技術の開発

きし ひろ し

岸 弘志氏
みず の よういち

水野 洋一氏

かわむら ち え

川村 知栄氏
せん な まもる

仙名 保氏

電子機器の小型 化 ・高機 能化 を支 える

電子部 品 と して,Niを 内部電極 に用 い

た積層 セ ラミックコ ンデ ンサがある.こ

の電子 部品 には,高 容量化が 求め られて

お り,そ の実現 のためには,誘 電体層 の

薄層化 を可能 にするBaTio3原 料 の微細

化 ・高結 晶性化 が欠かせ ない.

岸 弘志 氏 らは,

1.BaTio3原 料 の 出 発 原 料 で あ る

BaTio3/Tio2の 固相反応 を詳細調

査 した.そ の結果,原 料 を混合 ・粉

砕 する際粉体表面 に大 きな結晶歪が

生 じ,こ れが低温で の高結 晶性合成

反応へ悪影響 を及 ぼす ことを明 らか

に した,

2.上 記現 象へ の対応策 を考案 し,水 熱

法や ゾルーゲル法 と同等以上の高結 晶

性微粒子 の合成 を実現,量 産化 した.

3,BaTio3原 料 粉体 高結 晶性 は,そ れ

を用 いてで きた誘電体層の,良 好 な

誘電特性 に不可欠であ ることを明確

に した.

これ らの活動 によって,誘 電体1層 厚

み がG.7μmで 温 度安定性 の良い積層 セ

ラ ミック コンデ ンサの量 産 化が 実現 し

た.こ の ように同氏 らの業績 は,日 本セ

ラ ミックス協会技術 賞 に値す るもの とし

て推薦す る,

所属等

岸 弘志 太陽誘電(株)商品開発本部技術企

画統括部部長.

水野洋一 太陽誘電 〔株)商品開発本部材料開

発部次長,

川村知栄 太陽誘冠(株)商品開発本部材料開

発部.

仙名 保 慶応義塾大学理工学部応用化学科

教授.

技術賞

異材質同時焼成によるLC複 合部品の製

品化

すず き たか し

鈴木 孝志氏
もも い ひろし

桃井 博氏

もちつき よしのり

望月 宣典氏
さ とう ひでかず

佐藤 英和氏

鈴 木孝 志氏 は,従 来 の概 念 を超 えた

900℃ 以下 で低温 焼結 で きるフェライ ト

材料 および誘電体材料 を開発 し,こ れ ら

の異 なる二 つの材料 を同時焼成 によ り複

合一体 化 した積層 チ ップ型LC複 合 部品

の製 品化 に世界で初 めて成功 した.

本技 術 成果 は,① 従 来UOO℃ 前後 で

焼成 してい たNiCuZnフ ェライ ト材 料の

組成お よび結晶性制御 ならびに微粒子化

による低温焼結 フェライ ト素材の開発,

②従 来1300℃ 前 後 で焼 成 してい たTio、

系誘電体材料の組成お よび結晶性制御 な

らびに微粒子化 による低温焼結誘電体素

材の 開発,③ これ ら二つの材料 を同時焼

成 によ り一体 化 す るた めの線膨 張率 制

御,収 縮率 および熱収縮挙動制御な らび

に相互拡散制御技術等の集積,④ さらな

るフェライ ト素材,誘 電体素材の高性能

化 によ り,内 部 導体 にAgを 用い た積層

チ ップ型LC複 合部 品の実現 を可能 に し

た ことである.

このLC複 合部 品は,情 報端末機 器,

デ ジタル カメラ,ゲ ーム機等 のノイズ除

去部品 として広 く採用 されてお り,今 後

も各種電子機 器の小型 高性 能化 に大 きく

貢献す るもの と期待 される.よ って,こ

れ らの業績 は 日本セラ ミックス協 会技術

賞 に値す るもの として推 薦する.

所属等

鈴木孝志TDK(株)マ グネティクスB,Grpコ イ

ル製品統括部積層製品BU素 材技術課課長.

桃井 博TDK(株)マ グネティクスB,Grpコ イ

ル製品統括部積層製品BU素 材技術課課長.

望月宣典TDK(株)マ グネティクスB.Grpコ イ

ル製品続括部積層製品BU部 長,

佐 藤 英 和TDK(株)マ グ ネ ティ ク スB,Grp

TDK羽 後イ ンダクタ製造技術部統括課長.
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技術 賞

回路素子内臓セラ ミックス多層基板 の開

発 と工業化

たか ぎ ひろし

鷹木 洋氏
きし だ かず お

岸田 和雄氏

しらと切 あきら

白鳥 晃氏
すぎもと やすたか

杉本 安隆氏

高度情報化社会の進展 に伴い,高 周波

領域 での移動体通信技術が急速 に発達 し

て い る,こ の た め 電 子 デバ イ ス や モ

ジュールに対 し,高 機能 ・小型軽量化,

高周波領域 での低損失化が要求 され,セ

ラ ミックス多層基板 に対 して も高密度配

線 に適 し高周波領域で の損失の少 ないこ

とが求められている,

鷹 木氏 らは,GHz帯 で の誘電損失 が

小 さく,さ らに配線 ・電極材料 と して伝

送損 失の小 さい銀 を共焼結す るこ とので

きる新規低 温焼 結基板材料 を開発 した.

そ して基板材料 と共焼結 可能 な高誘電率

材料や抵抗 材料,基 板 内部の導体 ・抵抗

材料の レーザー ・トリミング技術 を開発

する ことに より,高 精 度な コンデ ンサや

抵抗,コ イルな どの回路素子 を基板 内部

に形成する ことを可能に した,

また基板材料の高強度化 に より基板 の薄

層化 を可能 と した.こ れ らの技術 により

高周波帯域で低損失 な回路素子内蔵 セラ

ミックス 多層 基板 の工 業化 が可 能 とな

り,携 帯通 信機 器 な どの電子 機 器 の小

型 ・軽量化 に貢献 した.こ れ らの業績は

日本セ ラ ミックス協会技術賞 に値する も

の として推薦す る.

所属等

鷹木 洋(株)村 田製作所執行役員研究開発

センター材料開発統括部統括部長.

岸田和雄(株)村 田製作所研究開発センター

材料開発統括部多層材料部一課係長.

白鳥 晃(株)村 田製作所研究開発センター

材料開発統括部機能材料研究部上級研究員.

杉本安隆(株)村 田製作所研究開発センター

材料開発統活部多層材料部二課課長,

技術賞

デ ィーゼル噴射弁用 ピエゾア クチ ュエ ー

タの開発 と事業化

ぬのがき なおらか

布垣 尚哉氏
むか い ひろカLつ

向井 寛克氏

さか い たけのぶ

酒井 武信氏
まき の ひろあき

牧野 浩明氏

デ ィーゼルエ ンジンの高効 率化 を可能

とす る高圧燃料噴射装置 には,高 性能か

つ過酷 な環境条件 に耐 える高信 頼性の圧

電 アクチ ュエー タが必要 とされる.

布 垣 尚哉氏 らは,高 耐 熱低 損 失 セ ミ

ハ ー ドPZT材 料 を最適化 し,「定エネル

ギー駆動方式」 というシンプルかつ独 自

性の高 い新制御方式 にお ける特性温度変

化極小化 を実現 した.こ の技術は,圧 電

積層体 の特性 ばらつ きや温度変化 を吸収

し,広 い温度範 囲にお ける,狭 偏差の ア

クチュエータ駆動 を可能 に した.

また,少 ない積層数の積層体 を複数直

列 に繋 ぐ構造 とし,ア クチ ュエ ータ内 に

クラ ックを発生 させ る リスクを極小化す

る とともに,必 要周辺技術 を整備 した.

さらに,圧 電積層体 内微小低抵抗欠 陥

を,高 精度 に検 出する技法 を活用 し,信

頼性 低下原 因 明確化 の 取 り組 み も進 め

た,こ の活動 は,プ ロセス設計見直 しや,

水侵入が起因 となる信 頼性低下 を避 ける

パ ッケー ジ設計へ繋 がった,

これ らの活動 によって,EURO5に 適

合す る高信頼性燃 料噴 射装置 の量 産化が

実現 した,こ の ように同氏 らの業績は,

日本セ ラミックス協 会技術 賞に値 する も

の と して推薦す る.

所属等

布垣 尚哉(株)デ ン ソーセ ラ ミック技 術部部

、長.

向井寛 克(株)デ ン ソーセ ラ ミック製造部 要

素技術室主幹.

酒 井武 信 トヨタ自動 車(株)第3材 料技術部

主幹.

牧 野浩明(株)豊 田中央研究所材 料基盤研 究

部強度評価研究室室長.

技術賞

超 々高速 エ レベ ータ用非常停止 ブレーキ

材 の開発 および実用化

ふかざわ たかゆき

深澤 孝幸氏
か とう まざひろ

加藤 雅礼氏

コ と やすひろ

五戸 康広氏
たか い かずひこ

高井 和彦氏

世界各地 で高層化 を競 う ビル建設 ラ ッ

シュに伴 って,エ レベ ータ高速化 のニー

ズが高 まる中,こ れ までの世界最高速記

録(750m/分)を 大 きく上 回る超高速 エ

レベ ー タ(IOIOm/分)が 開発 され た,

その重要課題 として,地 震 や ロープ破 断

等の緊急時にエ レベー タを安全確実 に停

止 させ る非常停止装置 の開発 があった,

特 に,レ ール との接触 摩擦 力でかごを制

動停止 させるブ レーキ材 には,高 い摩擦

係数 に加 え て,1000℃ を超 え る耐熱性

と,想 定最大負荷(荷 重22t,吸 収 エネ

ルギ ー13MJ)に て破損 しない信頼性 が

必要 とされる.深 澤氏 らは,こ の ような

課題 に対 して果敢 に取 り組み,こ れまで

にない優れた特性 を有する新規積層 セラ

ミックス材料 を開発する とともに,セ ラ

ミックス と低弾性金属 とを組み合 わせた

保持 方法 によって均一 な制動 と破損防止

を両 立 して,要 求 される高制動特性 と信

頼性 の確保 を実現 し,従 来部材 に対 して

飛躍 的に優 れたブ レーキ部材 と して世界

で初 めての実用化 に成功 した.本技術は,

構造用 セラ ミックスを実用化 に結 びつ け

た数少ない成功例 の一つ であ り,本 技術

賞にふ さわ しい と考 え,推 薦す る.

所 属等

深 澤孝幸(株)東 芝研究 開発 セ ンター機 能材

料ラボラ トリー研究 主務.

加 藤雅礼(株)東 芝研 究 開発 セ ンター機 能材

料ラボ ラトリー主任研究 員.

五戸康広(株 〉東 芝研究 開発 セ ンター機 能材

料 ラボラ トリー研究 主幹.

高 井和彦 東 芝エ レベ ータ(株)府 中工場 開発

部機 械開発担 当主任.
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技術賞

高性 能セ メン ト系膨張材 の開発

もりおか みのる

盛岡 実氏
ひ ぐち たかゆき

樋ロ 隆行氏

やまもとけんいちろう

山本研一郎氏
かみ や けんいち

上谷 賢一氏

コンクリー トに添加 して用 い られる膨

張材 は,施 工 後に発生 するひび割 れな ど

による不具合 を防止する目的で混合材料

の一つ として用 い られている.こ の反応

機構 は必 ず しも充分に解 明 されていた も

のではな く,実 績 の蓄積 に基づい て利用

されていた.盛 岡 実氏 らは,そ の後 の

コンク リー トに求 め られる性能の高度化

をいち早 く予見 し,施 工者 の望 む方向 を

確実 に捉 えて本技術の 開発 に取 り組 んだ

ものである.

同氏 らは,曖 昧 さが見 られ た既存の膨

張材水和 と膨張機構の解析 を基礎段階か

ら解 明 し,そ の結果 に基づいて新た に材

料設計 を行 ない,材 料の細部 にわたる ま

で配慮 された製造技術 を確立 した.

この結果,材 料量 を6割 に削減 しなが

ら充分 な性能 をもたらし,こ の利 便性 の

向上 の よって販路 を拡大 させた.本 膨張

材 の使用 はコンク リー トの耐久性能 を改

善せ しめるものであ るか ら,こ の普及は

社 会的な意義 を も有す るものであ る.

このよ うに同氏 らの業績 は,日 本セ ラ

ミックス協会技術賞 に値する もの として

推薦す る.

所属等

盛岡 実 電気化学工業(株)青海工場無機

材料研究センター主任研究員.

樋口隆行 電気化学工業(株)青海工場無機

材料研究センター研究員

山本研一郎 電気化学工業(株〉青海工場特殊

混和材部係長

上谷賢一 電気化学工業(株)青海工場セメ

ント部係長.

技術奨励賞

自動車用 熱線 カッ トガ ラスの開発

い ぐち かずゆき

井ロ ー行氏

(日本板硝子(株))

自動車用熱線 カ ッ トガラス としては,

合 わせ ガ ラスの樹脂 中 間膜 にITO微 粒

子 を含有 させ たものが広 く知 られて いる

が,日 本では フロン トガ ラス にその用途

が 限定 され て いた.ド ア ガラス に熱線

カッ ト機能 を付与するためには,窓 の開

閉 に十分 耐 え得 る高 い摩 耗性 を有 す る

コー テ ィング膜 の開発 が 必要 不可 欠で

あった,

井 ロー行氏 は,ゾ ルーゲル技術 に着 目

し,①ITO微 粒子 をテ トラエ トキ シシ

ラ ンの反応 物 で ある シ リカ と有機 ポ リ

マーか らなるマ トリックス中に分散 させ

た有機 無機 複合膜 の設 計,②ITOの 熱

劣 化 を防 ぐ200℃ 近傍 での製膜技術,③

耐摩耗性 を確保 する厚膜化 プロセ スの最

適化 に より,高 い熱線 カ ット性能 とガラ

スに匹敵す る耐摩耗性 と耐候性 を兼ね備

えたコーティ ング膜の 開発 ・量産化 に成

功 した.

この熱線 カ ッ トガラスは,2006年 国

内大 手 自動車 メーカの ドアガラスに採用

された.今 後,自 動車用や建築用 の窓 ガ

ラスな ど広範 な用途拡大が期待 される.

以上 のように同氏の業績 は,ゾ ルゲル

技術 に よる新規 な有機無機複合膜の高機

能化 に大 き く貢献す るものであ り,日 本

セラ ミックス協会技術奨励賞 に値する も

のと して推薦す る.

略 歴1997年 長岡技術科学 大学工学部 材料

開発工学課程卒業,1999年 同大学大 学院工学

研究科 修士課程材料 開発工学専攻 修了.同 年

日本板 硝子(株)入 社.同 年 日本板 硝子 テクノ

リサーチ(株)出 向 を経て,20Ql年 よ り日本板

硝子(株 〉にて ゾル ーゲル法 を用 いた機能膜 の

研究開発に従事.

技術奨励賞

エア ロゾルデポ ジション法 による耐 プラ

ズマ性部材の開発

いわさわ じゆんいち

岩澤 順 一氏

(TOTO(株))

岩澤順一氏 は,ポ ァや粒 界相 がない緻

密 な構 造,大 きな密着 強度,小 さな結晶

子 サイズな どの特徴 を有するセラ ミック

ス膜 を形成す るエ アロゾルデポ ジション

法 によ り耐 プラズマ性 に優れたイ ッ トリ

ア膜 を作 製 し,半 導 体やFPD製 造装置

内の耐 プラズマ性部材 を開発 した.

ハ ロゲン系腐食ガス を用いるプ ラズマ

エ ッチ ン グ装 置 には,長 寿 命 かつパ ー

テ ィクルの発生が少ない耐 プラズマ性 に

優れた部材が求め られる,エ アロゾル化

した原料粉末 を高速 で基板 に吹 き付 けて

形成 した本法の緻 密イ ッ トリア膜 は,従.

来 の アル ミナ焼結 体 や イッ トリア焼結

体 ・溶射膜 と比較 して侵 食が小 さく優 れ

た耐 プラズマ性 を発揮 する.本 法 におい

て,原 料 であるセラ ミックス微粒子 とガ

ス を混合 したエアロゾルの安定搬送 に工

夫 し,製膜条件 を最適化 するこ とに より,

600mmサ イズの大面積 製膜技術 を開発

し,生 産ライ ンを構 築 しエアロゾルデポ

ジション法 として初 めての製 品化 を実現

した,

以上 の ように同氏 の業績 は,室 温で緻

密な膜 を形 成す る新 しいセラ ミックス膜

の形成方 法であるエ アロゾルデポジシ ョ

ン法 を実用 的な工業生産へ と導 くもので

あ り,日 本 セラ ミックス協会技術奨励賞

に値す る もの として推薦す る,

略 歴1994年3月 名古屋大学工学部材料機

能工学科卒業,1996年3月 同大学大学院工学

研究科修士課程修了,同 年4月 東陶機器(株)

(現,TOTO(株))入 社,総 合研究所 にてセ

ラミックスプロセスの研究 ・開発に従事,主

任研究員.
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技 術奨励 賞

圧電 セラ ミック上のBGS波 の端面反射

を用い たフィル タの開発 ・実用化.

ほりうち ひで や

堀内 秀哉氏

((株)村田製作所〉

従 来型の弾 性表 面波(SAW)を 用 い

た共振子 フィル タは,SAWを 発 生 させ

る2組 のすだれ状 電極(IDT)と その両

側 に配置す る多電極の グレーテ ィング反

射器 か ら構成 される.

一方 ,横 方 向に分極 した圧電 セラ ミッ

ク上 を伝搬す るBGS(BleugteirGulyaev-

Shimizu)波 は,基 板 の端面で完全反射 す

る.堀 内秀哉氏 は,こ のBGS波 の完全

反射 を用いて大 型な反射器 を不要 に した

超小 型 フィル タの開発 において,不 要応

答 の 抑 制 と焦 電 対 策 を成 功 せ しめ,

ETC用IFフ ィル タを世 界で初め て実用

化 した,

縦結合型共振子 フィル タで はすだれ状

電極 と基板端面で反射す る不要波の周波

数が一致せず,帯 域外 に大 きな不要応答

が生 じる,同 氏 は2つ の電極本数 を非対

称 にす る,基 板表面 に樹脂 を塗布す るな

どによって不要応答 を抑制 させ,電 極構

造 に焦電対策 を取 るこ とによって超小形

で低 コス トを実現 させ た もので ある.

この実用化 は高速 道路ETCの 普及 に

大 きな役割 を果 た してお り社会 的に貢献

して い る,同 氏 の この業 績 は 日本 セ ラ

ミックス協 会技術奨励 賞に値す る もので

あ りここに推 薦する,

略 歴 平 成5年 同志社大 学工学部 電子工 学

科卒業.同 年(株)村 田製作所入 社.圧 電 セラ

ミック を用い た圧電 トラ ンスやBGS波 デバ イ

スの 開発 に従事.現 在,圧 電 デバイス開発 統

括部 にて,弾 性表面 波応用デバ イスの開発 に

従事.同14年 日本音響 学会技術 開発賞受賞.

技術奨励賞

誘電体薄膜容量素子の電気誘電物性に関

する研究

もワ と けん た ろう

森戸健太郎氏

(太陽誘電(株))

情報通信機器の高周波 ・高機能化進展

は,受 動素子の さらなる低背 かつ高密度

な実装対応性 を要求 している.対 応手段

の一 つが誘電体 薄膜容量素子 であ り,こ

の高性 能化 のための努力が続 け られてい

る.

森戸健 太郎氏 は,

1.ス パ ッタ成膜 した誘 電体 薄膜 中に発

生す る内部 応力 を,成 膜雰囲気 ガス

圧制御 によって低減する手法 を見出

した,ま た,内 部応 力 と誘電特性 と

の関連付 け も行 った.

2,SrTio3系 誘 電 体薄 膜 に,直 流高 バ

イァス電界 を加 えた場合の,誘 起圧

電効果 と考 えられ る電気特性 を詳細

調査 した.ま た,こ の現象 を抑制す

る容量素子 デザ インを提案 した.

3.誘 電体薄膜 中に存在す る水素原子の

膜 内分布が,誘 電体特性 に及 ぼす影

響 を推定 し,容 量素子 の設計指針 を

提案 中である.

これ らの活動 に よって,誘 電体薄膜容

量 素子 の高機 能化 に関わる設計指針が 明

らかになって きている.

こ の よう な同氏 の業績 は,日 本 セ ラ

ミックス協 会技術 賞 に値 する もの として

推 薦する.

略 歴1994年3月 早稲 田大学理工学部材料

工学科卒業.1996年3月 同大学大 学院理工 学

研 究科修 士課程 終了.同 年4月 太陽誘 電(株)

入社.現 在,商 品 開発 本部材料 開発 部 にて誘

電体 薄膜 を応用 した素子 ・モジュー ルの研 究

開発 に従事,

功績賞

陶磁器の機能性付与に関する技術開発

やす い かつゆき

安井 克幸氏

安井克幸氏は,愛 知県瀬戸窯業技術セ

ンターに入所以来,30年 余 にわた り陶

磁器の研究開発,技 術 指導お よび産業振

興企画 に携 わ り,主 として愛知県窯業産

業の発展 に大 きな貢献 を果 た した.

主 な業績は,陶 磁 器へ機 能性 を付与 す

る研究開発 に基 づいて,低 膨 張陶磁器 と

して瀬戸地域で工 業用陶磁 器,耐 火物 製

品 と して用い られる コーデ ィエラ イ トの

生成 メカニズムの研 究 による製造方法 の

改善や製品特性の向上,合 成スポ ジュメ

ンお よびユー クリプタイ トの添加 による

特性向上,低 火度磁器 と しての石灰 お よ

びマ グネシア系素地お よび紬薬の開発 と

製 品化,無 鉛上絵具の色調研究 と発 色安

定性 に優れ たマ イクロカプセル顔料の開

発 による陶磁器の無鉛化,磁 器原料の微

細化 に よる磁器素地の強度向上,原 料調

製改 良による磁器の 白色度向上や表面硬

度 の向上,さ らにフォルステ ライ トな ど

のフ ァイ ンセラ ミックスの加工技術の開

発 な どが挙 げ られる.

また,フ ァイ ンセラ ミックスセンター

の誘 致や フェアの開催,中 小企業 フ ァイ

ンセラ ミックス融 資制度 の設立等 の地域

セ ラ ミックス産 業基盤 形 成 に も尽 力 し

た.

これ らの業 績 と努力は,日 本セラ ミッ

クス協 会功績 賞に値す るもの として推 薦

す る.

略 歴 昭和46年 名古屋 工業 大学 窯業工学 科

卒業.同48年 同大学大学 院工 学研 究科 終了.

同年愛 知県瀬戸 窯業技術 セ ンター(現,愛 知

県産業技 術研究所 瀬戸窯業技術 セ ン ター)入

所,平 成15年 三河窯業試 験場長.同17年 常

滑窯業技術 センター長.同19年 食 品工 業技 術

セ ンター長.現 在に至る.

280セ ラ ミ ックス43(2008)No.4



功績賞

地域にお ける ファインセ ラミックスの開

発 と技術 振興

やまな かず お

山名 一男氏

山名一男 氏 は,昭 和55年 に石川県 工

業試験場 に奉職以来,28年 にわたる ファ

イ ンセラ ミックス材料 技術 の開発 を通 じ

て,基 礎 と応用 の両 面 か ら地域 の セ ラ

ミックス産業の振興 に大 きく寄与 した,

主な成 果 として,マ イカガラスセラ ミッ

クスの開発 とその事業化,自 動車用 ジル

コニア酸素 セ ンサ ーの開発 と評価 など,

多 くの事例 を挙 げることがで きる.

一方,(社)日 本 セ ラ ミックス協 会 の

1987～200ユ 年 の本部 行 事企 画 委 貝 や

ユ984-2002年 の間の北陸支部幹事 を務

め,北 陸支部活動 にお ける支部研究成果

発表会や勉強会の世話 をする一方,北 陸

地方の瓦 に着 目 し,瓦 のルーッか ら今B

に至 る瓦産業 の活動 の記録 を残 すた め,

「北 陸の瓦の歩 み」 を支部活動 として企

画 ・編集 し出版 した.ま た,金 沢で開催

した 日韓セ ラミックスセ ミナーの開催 に

対 して も,幹 事長 として中心的役割 を務

めた.

以上の ように,同 氏 の業績 は 日本セ ラ

ミックス協 会功 績賞 に値 す る もの であ

り,こ こに推薦 する,

略 歴1980年 大阪大学大学院理学研 究科博

士 課程修了.同 年石 川県工業 試験 場,平 成13

年 石川県庁産 業政策課,同 ユ5年石川県工業試

験場繊維 生活部長,同19年 同化学食品部長,

同20年4月 よ り富山大 学地域 共 同研 究 セ ン

ター教授.

セラミックス43(2008)No.4281


